
通信

Fukushima Cultura
l P

ro
pe

rt
y 

C
e
n
tr
e
 S

h
ir
a
k
a
w

a
 s

in
c
e
2
0
0
1

物の名前ってむずかしい
■コラム■

２万年前の狩人が置いていった槍

■シリーズ　収蔵資料紹介 29■

縄文時代はじまりの頃
◆特集◆

◆特集◆

号号VOL.７１VOL.７１

春春
20192019

まほろん“春たけなわ”
～団体でのご利用について～



まほろん

“春たけなわ”

　この春から始まる新しいメニューな

ど、まほろんの団体利用についてご案

内します。

特
集

１表紙の　枚

文：廣川　紀子（主任学芸員）

　２月 17 日（日）に行われた「まほろん冬まつり」では、今年も多くの皆様に来館していただき

ました。なかでも、磐梯山の噴火について学びながら、チョコで磐梯山をつくる「ショコラ de バ

ンダイ」は、溶かしたチョコレートを磐梯山の形の鋳型に流し込み、冷やして固めるという体験。

このイベントでしか体験できない珍しいメニューを楽しんでいただきました。

　桜の開花の便りが届くと、新入生、新入社員の話題が続き、新

しいことづくめの春は何かを始めたくなる季節ですね。

　まほろんも４月に入ると、新小学６年生の歴史学習に合わせて、

連日、団体で来館されるお客様で賑わいます。まほろんでは、団

体での受け入れ体制を整えていて、事前にご予約いただいたお客

様には担当職員がついて、ご希望に合わせて展示室のご案内や、

各種体験学習のお手伝いをさせていただいております。体験プロ

グラムの詳細については、まほろんホームページでもご覧いただ

けます（URL:http://www.mahoron.fcp.or.jp/）。

　そのような体験プログラムのひとつに、今年度から『グループで考えよう（うつわ・はもの）』

と『まほろんお仕事見学』が加わりました。『グループで考えよう』は、遺跡から見つかった本

～団体でのご利用について～

物の資料を使って、グループごとに考古学の謎解きをしても

らいます。『ま

ほろんお仕事見

学』は、展示室

や収蔵庫などの

バックヤードの

施設を巡りなが

ら、まほろんの

役割や職員の仕事内容についてご案内します。小学

校などの学校でのご利用はもちろんですが、趣味の

集まりや生涯学習

活動などでの大人

の社会科見学にも

いかがでしょう

か？

　少しでも気にか

かるところがあり粘土で勾玉をつくろう

火おこしに挑戦

プログラム名 対象

じょーもんファッション 幼児・園児

土偶（どぐう）
ペンダントづくり 幼児・園児

ドキ土器スタンプに挑戦 幼児・園児

粘土で勾玉を つくろう 幼児・園児

土鈴（どれい）づくり 学校

土器や石器を観察しよう 学校

ミニチュア土器・埴輪
( はにわ ) づくり 学校

昔の道具にふれてみよう 学校

勾玉（まがたま）づくり 幼児・園児・学校・一般

火おこしに挑戦 幼児・園児・学校・一般

昔のあそび・昭和のあそび 幼児・園児・一般

本格的な土器づくり 学校・一般

組紐づくり 一般

拓本に挑戦 一般

グループで考えよう
( うつわ・はもの ) 学校

まほろんお仕事見学 学校・一般

団体利用での主な体験活動

ましたら、下記の電話番号までお気軽にお問い合わ

せください。この春から始められる、まほろんでの

体験をご提案いたします。

　電話　０２４８－２１－０７００



縄文時代

はじまりの頃

研究者の意見が分かれている
理由はどこにあるのでしょ
う？

文：門脇　秀典（専門学芸員）

特
　
集

　４月から、こどものための特集展を実施するということで、小

学校の社会科教科書を開いて見ることになりました。最近の教科

書は、ビジュアル的に優れており、まるで旅行雑誌を読んでいる

気分になります。とはいえ、日本の歴史が縄文時代からはじまる

ことについて、旧石器時代の研究者としては少し残念に思います。

　さておき、旧石器時代と縄文時代の境目をどのように考えるか、

縄文時代のはじまりをいつにするのかについては、さまざまな意

見があります。ある研究者は土器や弓矢の出現をもって、縄文時

代のはじまりと考えます。その年代は、およそ今から 16,200 年

前頃、今より気温が 10 度も低かった最終氷期の最中にあたります。

　ひと昔前の教科書では、「今から 12,000 年前頃、氷期が終わり温暖な気候になる過程で縄文

土器が登場した」と書かれています。最終氷期の終わりについて、最近の学説では、今から

11,600 年前頃に、たった３年くらいの短い期間で急激に環境が変わったといわれています。

　一方、定住化つまり竪穴住居の出現を画期的な出来事ととらえ、縄文時代のはじまりととらえ

る研究者もいます。その年代は今から 13,000 ～ 11,000 年前頃とされ、およそ最終氷期の終末段

階と考えられます。つまり「土器出現派」と「定住派」の間では最大で約 5,000 年の開きがあり

ます。この期間を「土器出現派」は縄文時代草創期とよび、「定住派」は晩期旧石器時代もしく

は移行期とよびます。

　この２つの考えはどちらも重要で、現在でも決着していません。近年では、１年ごとに出来る

福井県水月湖の年
ねん

縞
こう

堆
たい

積
せき

物
ぶつ

を基に、放射性炭素年代研究が進展し、この成果が「世界標準のモノ

サシ」として採用されています。

　また、水月湖の年縞堆積物は、花粉

化石などを研究することで当時の自然

環境や気候を復元し、それが「いつ」

「どれくらいの期間」で変動したのか

を正確に読み解くことができるといい

ます。これにより縄文時代のはじまり

の年代についても、古環境の変遷との

対比がより活発に議論されることにな

るでしょう。

草　創　期 早　期 前　期

▼

氷
期
の
終
了

氷
期
の
終
了

11,600年前

▼

縄
文
土
器
の
出
現

縄
文
土
器
の
出
現

出現期土器群 隆起線文 爪形文系 多縄文系 薄手無文・押型文

撚糸文系

▼

薄
手
無
文

▼

稲
荷
台
式

▼

田
戸
下
層
式
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戸
下
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▼

常
世
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式

▼

野
島
・
槻
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１
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島
・
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鵜
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台
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鵜
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台
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茅
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下
層
式

茅
山
下
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▼

日
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前
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日
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前
Ｂ
式

▼

大
畑
Ｇ
式

大
畑
Ｇ
式

花積下層式

大木１式

▼

貝殻・沈線文 条痕文 縄文条痕文 羽状縄文
前期大木

縄　　文　　時　　代

▼
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ド
リ
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期
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リ
ア
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期
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寒
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激
な
気
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上
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＋２℃＋２℃

－12℃－12℃

縄文時代のモノサシ(土器型式の変遷）と気候変動

西暦西暦紀元前14,000年紀元前14,000年 紀元前12,000年紀元前12,000年 紀元前10,000年紀元前10,000年 紀元前8,000年紀元前8,000年 紀元前6,000年紀元前6,000年

16,200年前16,200年前 11,600年前11,600年前 7,000年前7,000年前

コ
ラ
ム

『
物
の
名
前
っ
て
む
ず
か
し
い
』

文
：
阿
部　

知
己
（
副
主
幹
）

　

あ
き
カ
ン
、
ヤ
カ
ン
、
い
や
～
ん
♥

バ
カ
ぁ
ん
、
な
ど
な
ど
、「
カ
ン
」
の

つ
く
言
葉
は
、
い
ろ
い
ろ
思
い
つ
き
ま

す
よ
ね
。

　

土
へ
ん
に
、
甘
い
と
書
い
て
「
坩
」。

こ
の
漢
字
は
「
か
ん
」
と
読
み
ま
す
。

「
坩
」
と
は
、
今
か
ら
１
５
０
０
～

１
７
０
０
年
前
ご
ろ
（
古
墳
時
代
）、

お
祭
り
な
ん
か
に
使
わ
れ
て
い
た
底
の

丸
い
、
小
さ
な
素
焼
き
の
壷
の
こ
と
を

さ
し
て
、「
か
ん
」
と
よ
ん
で
ま
す
。

　

壷
の
中
に
は
、
何
を
入
れ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
？
お
酒
な
ど
の
液
体
や
、

と
き
に
は
お
供
え
も
の
と
し
て
食
べ
物

で
も
い
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。「
甘
」

と
い
う
漢
字
が
あ
る
の
で
、
甘
い
も
の

で
も
い
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
み
な
さ

ん
な
ら
、
何
を
い
れ
ま
す
か
？

郡山市正直 A遺跡出土坩（かん）

　

ど
こ
か
で
、
中

み
の
は
い
っ
て
い

な
い
空
き
「
カ
ン

（
坩
）」
を
み
つ
け

て
も
、
投
げ
捨
て

は
「
あ
カ
ン
」
よ
。
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通信
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平成 31 年４月 16 日発行

２万年前の
狩人が置いて
いった槍
　新地町赤柴遺跡の尖頭器につ

いて紹介します。
文：山元　出（副主幹）

シ
リ
ー
ズ

収蔵資料紹介 29

９:30 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）

月曜日（月曜日が祝日・休日の場合にはその翌

日ですが、GW とお盆期間中は開館します）/ 国

民の祝日の翌日（土・日曜日に当たる場合は開

館 /年末年始（12 月 28 日～１月４日）

無料（体験学習の内容によっては、材料費が必

要な場合があります。）

開館時間

休 館 日

入 館 料

　　

　　〒 961-0835　福島県白河市白坂一里段 86

　　☎　0248-21-0700

　　fax 0248-21-1075

　　ホームページ　

お問い合わせ

　４月 16 日から開催している「こどものための特集展」に、新

地町赤柴遺跡から見つかった木の葉形の尖頭器が展示されていま

す。これは現代に至るまでに迎えた最後の氷河期、後期旧石器時

代という時代の石製の槍先と考えられるものです。

　この石器が出土したのは、2011 年の発掘調査でした。東日本

大震災直後の６月だったこともあり記憶によく残っています。黒

い腐
ふ

植
しょく

土
ど

を重機を使って掘っているときに、「なぜかここだけ赤

土の中に石が入っているなあ」と思った場所がありました。その

後、赤土の表面をきれいに削っていると、その場所からこの尖頭

器が顔を出したのです。

　この尖頭器は、先端左側にある大きな剥
はく

離
り

（打ち欠いた跡）が特徴です。先端から雨
あま

樋
どい

のよう

　

新
し
い
年
度
に
な
り
、
ま
ほ
ろ
ん
に
も

新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
今
号
で
も
ご
紹
介
し
た
展
示
や
体
験

な
ど
の
新
企
画
も
加
わ
り
ま
す
。
５
月
１

日
か
ら
元
号
も
新
し
く
な
り
ま
す
ね
。
新

時
代
の
到
来
に
あ
わ
せ
て
、
新
し
く
な
る

ま
ほ
ろ
ん
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

編集後記
まほろん掲示板

4/16（火）～ 5/12（日）

　「こどものための特集展」

4/27（土）～ 5/6（月・祝）

　ゴールデンウィーク特別体験

5/25（土）　第１回館長講演会

6/15（土）～ 8/25（日 )

　企画展「時を測る－縄文・弥生土器の

年代」

6/16（日）　第１回まほろん森の塾

6/22（土）　第１回文化財講演会
★行事名・日程は変更になる場合があります。

7/7（日）　第２回まほろん森の塾

7/21（日）・28（日）・9/1 日）

　カラムシコースターづくり

7/27（土）　第２回館長講演会

8/10（土）　第２回文化財講演会

8/4（日）　土器づくり初級編

8/9（金）　文化財基礎研修

8/10（土）～ 18（日）　夏休み特別体験

8/25（日）　縄文時代のオカリナづくり

な細長い剥離が縦に入ることから、考古学の世界では「有
ゆう

樋
ひ

尖頭器」と呼ばれています。有樋尖頭器は関東地方と中

部地方に多くみられる石器ですが、分布範囲は、北は青森

県から、南は静岡県と現代の東日本に広く及んでいます。

この石器が流行した年代はおよそ２万年前と考えられてい

て、この石器の近くで見つかった炭の化学分析による年代

も近い年代を示しています。また、石の素材として珪
けい

質
しつ

頁
けつ

岩
がん

が用いられています。この石材は現代の東北地方の日本

海側地域が主要な産地で、そこから運び込まれたと考えら

れます。

　赤柴遺跡では、この石器が出た後さらに周辺の赤土の中

の調査を進めたところ、切る、削るなどに使われた石器の

ほか、礫
れき

群
ぐん

と呼ばれる当時の人が食べ物の調理に使った焼

けた石の集まりが５カ所見つかりました。そこは、約２万

年前の日本海から太平洋まで東北地方をまたにかけた狩人

が生活した場所だったのです。

新地町赤柴遺跡出土の尖頭器


